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１．当四半期決算に関する定性的情報

当社は、第１四半期連結会計期間においてビーロット・アセットマネジメント株式会社を、第２四半期連結会計

期間において、B-Lot Singapore Pte. Ltd.を設立したことに伴い、第１四半期連結会計期間より四半期連結財務

諸表を作成しておりますので、前年同四半期累計期間との比較分析は行っておりません。 

 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国経済での企業業績改善や欧州経済での緩やかな回復基調

はあるものの、ギリシャ債務問題の再燃や中国をはじめとした新興国経済の減速懸念が強まっております。一方、

国内経済は政府による政策や金融緩和策等を背景に企業業績や雇用環境が改善し、景気は緩やかな回復基調をもっ

て推移いたしました。 

当社が属する不動産業界におきましても、低金利や円安を背景に、海外からの投資拡大の影響もあり、大都市圏

の路線価の上昇からもわかるように、厳しい経済環境から着実に回復し、今後も市況は堅調に推移することが見込

まれます。

このような状況下のもと、当社は不動産投資開発事業を中心に案件数を着実に重ね、成約数を伸ばしました。

この結果、売上高は4,305,006千円、営業利益は512,121千円、経常利益は405,447千円、四半期純利益は252,370

千円となりました。

 

 

報告セグメントの業績は次のとおりであります。

 

（不動産投資開発事業）

不動産投資開発事業におきましては、売却件数は９件となり、その内訳は、物件種類別では住宅系不動産３件、

事務所・店舗ビル５件、土地１件になり、地域別では関東圏８件、北海道圏１件となります。一方、取得した物件

数は13件となり、物件種類別では住宅系不動産７件、事務所・店舗ビル４件、土地２件になり、地域別では関東圏

６件、北海道圏４件、関西圏２件、九州圏１件となりました。

また、当第３四半期連結会計期間末における在庫数は16件となりました。在庫物件のうち、現在進行中のホテル

再生プロジェクトは順調に改修工事が進み、訪日外国人をターゲットとしたインバウンド需要が期待されておりま

す。また、３件の土地を在庫物件として所有し、いずれも新築マンションや新築店舗等への開発プロジェクトを進

めており、当第３四半期にも新築店舗の売却が完了しております。

これらの結果、当四半期連結累計期間における売上高は3,746,021千円、セグメント利益は535,581千円となりま

した。

 

（不動産コンサルティング事業）

不動産コンサルティング事業におきましては、日本各地におきまして不動産投資の売買仲介及びコンサルティン

グの受託件数を重ね、成約件数は19件となりました。成約19件の内訳は関東圏９件、北海道圏６件、関西圏２件、

九州圏２件となります。

これらの結果、当四半期連結累計期間における売上高は120,996千円、セグメント利益は43,503千円となりまし

た。

 

（不動産マネジメント事業）

不動産マネジメント事業におきましては、クライアントの所有不動産の管理運営受託件数が40件に増加しまし

た。管理運営受託の地域の内訳は、関東圏17件、北海道圏14件、九州圏９件となります。

これらの結果、当四半期連結累計期間における売上高は437,988千円、セグメント利益は227,115千円となりまし

た。

 

 

（２）財政状態に関する説明 

（資産の状況）

当第３四半期連結会計期間末における総資産は10,016,125千円となりました。

（負債の状況）

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は7,734,251千円となりました。

（純資産の状況）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は2,281,873千円となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結の業績予想につきましては、平成27年６月22日付の「通期業績予想の修正に関するお知らせ」にて発表いた

しました業績予想に変更はありません。

今後、業績予想に関して修正の必要が生じた場合には、速やかに開示してまいります。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動はありません。 

第１四半期連結会計期間においてビーロット・アセットマネジメント株式会社を設立したことに伴い、第１四半

期連結会計期間より同社を連結の範囲に含めています。また、第２四半期連結会計期間において、B-Lot 

Singapore Pte. Ltd.を設立したことに伴い、第２四半期連結会計期間より同社を連結の範囲に含めております。 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。

 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

  （単位：千円） 

 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 1,648,307 

売掛金 22,379 

販売用不動産 386,769 

仕掛販売用不動産 5,403,429 

繰延税金資産 28,904 

その他 856,602 

流動資産合計 8,346,391 

固定資産  

有形固定資産  

建物（純額） 669,096 

土地 167,240 

その他 9,618 

有形固定資産合計 845,954 

無形固定資産  

借地権 659,133 

その他 103 

無形固定資産合計 659,236 

投資その他の資産 154,409 

固定資産合計 1,659,600 

繰延資産 10,133 

資産合計 10,016,125 

負債の部  

流動負債  

短期借入金 849,546 

1年内返済予定の長期借入金 374,949 

1年内償還予定の社債 60,000 

未払法人税等 125,445 

役員賞与引当金 15,600 

賞与引当金 18,940 

アフターコスト引当金 2,309 

その他 398,834 

流動負債合計 1,845,624 

固定負債  

長期借入金 5,236,564 

社債 540,000 

その他 112,062 

固定負債合計 5,888,626 

負債合計 7,734,251 

純資産の部  

株主資本  

資本金 932,082 

資本剰余金 853,097 

利益剰余金 499,448 

株主資本合計 2,284,628 

その他の包括利益累計額  

為替換算調整勘定 △2,754 

その他の包括利益累計額合計 △2,754 

純資産合計 2,281,873 

負債純資産合計 10,016,125 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

  （単位：千円） 

 
当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 

 至 平成27年９月30日) 

売上高 4,305,006 

売上原価 3,230,427 

売上総利益 1,074,579 

販売費及び一般管理費 562,457 

営業利益 512,121 

営業外収益  

受取利息 5,459 

受取手数料 18 

受取配当金 5 

その他 18 

営業外収益合計 5,501 

営業外費用  

支払利息 92,676 

その他 19,499 

営業外費用合計 112,175 

経常利益 405,447 

税金等調整前四半期純利益 405,447 

法人税、住民税及び事業税 174,373 

法人税等調整額 △21,296 

法人税等合計 153,076 

少数株主損益調整前四半期純利益 252,370 

四半期純利益 252,370 

 

- 5 -



（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

  （単位：千円） 

 
当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 

 至 平成27年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 252,370 

その他の包括利益  

為替換算調整勘定 △2,754 

その他の包括利益合計 △2,754 

四半期包括利益 249,616 

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 249,616 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第３四半期連結累計期間(自 平成27年１月１日 至 平成27年９月30日) 

１．配当金支払額 

該当事項はありません。 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの 

該当事項はありません。 

 

３．株主資本の著しい変動 

当社は、平成27年６月22日開催の取締役会決議に基づき、平成27年７月14日を払込期日とする有償一般募集に

よる新株式発行により360,000株増加、平成27年８月７日を払込期日とするオーバーアロットメントによる株式売

出しに関連して行う有償第三者割当増資による新株式発行により38,100株増加し、資本金及び資本準備金が

508,274千円ずつ増加しております。また、新株予約権の権利行使による新株式発行により162,000株増加し、資

本金及び資本準備金が15,633千円ずつ増加しております。 

それらの結果、当第３四半期連結会計期間末において、資本金が932,082千円、資本準備金が853,097千円とな

っております。 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第３四半期連結累計期間（自 平成27年１月１日 至 平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１． 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２． 
 

不動産投資開
発事業 

不動産コンサ
ルティング事

業 

不動産マネジ
メント事業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 3,746,021 120,996 437,988 4,305,006 - 4,305,006 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
- - - - - - 

計 3,746,021 120,996 437,988 4,305,006 - 4,305,006 

セグメント利益 535,581 43,503 227,115 806,200 △294,079 512,121 

（注）１．調整額の内容は、以下の通りであります。

セグメント利益の調整額△294,079千円は、各報告セグメントに配賦しない全社費用であります。

全社費用は、報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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